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(57)【要約】
【課題】高地ではハードディスクドライブ対応の撮像装
置を用いた撮影が困難であった。
【解決手段】ビデオカメラ１０は、被写体像を撮像する
撮像部と、撮像部の出力を画像処理する画像処理部１０
４と、周囲の圧力を計測するセンサ部１１０と、ハード
ディスクドライブ１１４の起動を制御するＨＤＤ動作制
御部と、ハードディスクドライブ１１４へのアクセスを
制御するＨＤＤ媒体制御部と、第２の記録媒体１１３へ
のアクセスを制御する記録媒体制御部と、センサ部１１
０により計測された圧力が所定値より小さい場合に、ハ
ードディスクドライブ１１４が起動しないよう制御する
とともに、画像処理部１０４が出力する画像データを第
２の記録媒体１１３へ記録するよう制御する制御部１１
５と、を備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
被写体像を撮像する撮像部と、
　前記撮像部の出力を画像処理する画像処理部と、
　周囲の圧力を計測するセンサ部と、
　ハードディスクドライブの起動を制御するＨＤＤ動作制御部と、
　ハードディスクドライブへのアクセスを制御するＨＤＤ媒体制御部と、
　第２の記録媒体へのアクセスを制御する記録媒体制御部と、
　前記画像処理部が出力する画像データを、前記ＨＤＤ媒体制御部又は前記記録媒体制御
部を用いて、前記ハードディスクドライブまたは前記第２の記録媒体へ記録する記録制御
部と、
　前記センサ部により計測された圧力が所定値より小さい場合に、前記ハードディスクド
ライブが起動しないよう前記ＨＤＤ動作制御部を制御するとともに、前記記録媒体制御部
を用いて前記画像処理部が出力する画像データを前記第２の記録媒体へ記録するよう制御
する制御部と、
　を備える撮像装置。
【請求項２】
前記制御部は、
　　前記センサ部により計測された圧力が所定値より小さい場合に、前記画像処理部にお
けるホワイトバランス調整を変更する
　請求項１に記載の撮像装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は複数の記録媒体を装着可能な撮像装置に関し、特にこのような撮像装置におい
て、高地での使用を可能とする撮像装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　ハードディスクドライブを記録媒体として、動画及び静止画等を記録可能なビデオカメ
ラが市販されている。さらに、ビデオカメラの中には、半導体メモリカードとハードディ
スクドライブと言った複数の記録媒体に対応可能であり、使用状況等によって、記録する
記録媒体を切り替え可能なビデオカメラもある。
【０００３】
　特許文献１には、複数の記録媒体を装着可能な電子スチルカメラが開示されている。電
子スチルカメラは、記録形態の異なるメモリカード１６及びハードディスク１７のどちら
も接続可能なコネクタ１８と、被写体を撮像する撮像部と、コネクタ１８に接続された記
録媒体から識別コードを読み出して、記録媒体の種類を判別する判別部と、コネクタ１８
に接続された記録媒体の温度を検出する温度検出回路３３とを有する。システム制御回路
３９は、温度検出回路３３と判別部との出力に応じて、撮像部から得られる画像情報の記
録動作を制御することにより、記録媒体としてハードディスクを用いた場合でも半導体メ
モリカードを用いた場合においても、最適な記録信号処理動作制御を行うことができる。
【特許文献１】特開２００２－２３２８１６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、ハードディスクドライブを記録媒体として用いる撮像装置を高地で使用
する場合には、高地では気圧が減少し、ハードディスクドライブのヘッドの浮上量が減少
するために、ヘッドとディスクが接触してハードディスクを破損することがある。これを
回避するためには、記録媒体としてハードディスクドライブを使用しないようにするだけ
でなく、ハードディスクドライブそのものが動作しないよう制御する必要がある。
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【０００５】
　本発明は上記課題を解決するものであり、ハードディスクドライブを記録媒体として備
える撮像装置において、高地での撮像を可能とするとともに、高地での使用によるハード
ディスクの破損を回避することができる撮像装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するために、本発明の撮像装置は、被写体像を撮像する撮像部と、前記
撮像部の出力を画像処理する画像処理部と、周囲の圧力を計測するセンサ部と、ハードデ
ィスクドライブの起動を制御するＨＤＤ動作制御部と、ハードディスクドライブへのアク
セスを制御するＨＤＤ媒体制御部と、第２の記録媒体へのアクセスを制御する記録媒体制
御部と、前記画像処理部が出力する画像データを、前記ＨＤＤ媒体制御部又は前記記録媒
体制御部を用いて、前記ハードディスクドライブまたは前記第２の記録媒体へ記録する記
録制御部と、前記センサ部により計測された圧力が所定値より小さい場合に、前記ハード
ディスクドライブが起動しないよう前記ＨＤＤ動作制御部を制御するとともに、前記記録
媒体制御部を用いて前記画像処理部が出力する画像データを前記第２の記録媒体へ記録す
るよう制御する制御部と、を備える。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明の撮像装置は、上記の構成によって、高地での撮像を可能にするとともに、高地
での使用によるハードディスクの破損を回避することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　以下、本発明の一実施形態について、図面を用いて詳細に説明する。
（実施の形態１）
（１．構成）
　図１は、本発明の実施の形態１に係るビデオカメラ１０の構成を示すブロック図である
。図１において、レンズ１０１を通して得られる光学情報は撮像素子１０２によって電気
情報に変換され、ＡＤ変換部１０３でデジタル信号に変換される。
【０００９】
　レンズ１０１は、対物レンズ、ズームレンズ、絞り、ＯＩＳ（Ｏｐｔｉｃａｌ　Ｉｍａ
ｇｅ　Ｓｔａｂｉｌｉｚｅｒ）ユニット、フォーカスレンズ等を含む。レンズ１０１は、
被写体からの光を集光し、被写体像を形成する。
【００１０】
　撮像素子１０２は、レンズ１０１で形成された被写体像を撮像して、画像データを生成
する。撮像素子１０２は、ＣＭＯＳイメージセンサー、ＣＣＤイメージセンサー等である
。ＡＤ変換部１０３は、撮像素子１０２で生成された画像データをデジタル信号に変換す
る。
【００１１】
　信号処理部１０４は、ＡＤ変換部１０３が出力するデジタル信号を、テレビ放送方式等
に準拠したデジタル映像信号に変換する。信号処理部１０４は、さらに、ＡＤ変換部１０
３で変換された画像データに対して、ガンマ補正やホワイトバランス補正などの各種画像
処理を行う。
【００１２】
　圧縮コーデック部１０５は、信号処理部１０４が出力するデジタル映像信号に対して、
記録、伝送に適するようデータ圧縮処理を施す。圧縮コーデック部１０５は、ＤＣＴ（離
散コサイン変換）、ハフマン符号化などをおこなうことにより、画像データを圧縮する。
圧縮コーデック部１０５は、例えば、ＭＰＥＧ－２や、Ｈ．２６４の規格に準拠した圧縮
形式により画像データを圧縮する。但し、本発明は、ＭＰＥＧ－２や、Ｈ．２６４の形式
の画像データに限定されない。圧縮コーデック部１０５は、さらに、圧縮済みの画像デー
タを非圧縮の状態に復号化する。
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【００１３】
　ＣＰＵ１１５は、ビデオカメラ１０全体を制御する制御手段である。ＣＰＵ１１５は、
ＲＯＭ１０６上に格納されたプログラムを読み込み、動作する。ＣＰＵ１１５は、マイク
ロコンピュータで実現できる。ＲＡＭ１０７は、ＣＰＵ１１５のワークメモリとして機能
する。
【００１４】
　ＣＰＵ１１５は、圧縮コーデック部１０５で圧縮した画像データを、記録媒体であるＨ
ＤＤ（Ｈａｒｄ　Ｄｉｓｋ　Ｄｒｉｖｅ）装置１１４に記録する。ＨＤＤ装置１１４は、
ＡＴＡ（Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ　Ａｔｔａｃｈｍｅｎｔ）コントロー
ラ１１１を介して接続される。ＨＤＤ装置１１４は、動作保証の大気圧範囲が制限されて
いる為、高度３０００ｍ以上の高地で使用すると記録されたデータが破壊される。このた
めＨＤＤ装置１１４を内蔵したビデオカメラでは高地での使用を保証していない。ここで
重要なのは、ＨＤＤ装置１１４が高地で保証されていない事は、高地での撮影ができない
事を意味するのではなく、高地で使用した場合、ＨＤＤ装置１１４に記録された過去のデ
ータも損なわれてしまう、という点である。ＨＤＤ装置１１４は、電源を投入してシステ
ムへのマウント操作を行う事によりディスクへのアクセスを行うため、たとえ記録操作を
行わなくても、過去に記録されたデータが損なわれてしまう場合がある。これを防止する
には、ビデオカメラ１０は、高地である事を検出して記録動作を行わないだけでは不十分
であり、第１に、ビデオカメラ１０の電源投入時に高度判定を行い、ＨＤＤ装置１１４へ
の電源供給あるいはマウント操作そのものを行わない事が必要である。第２に、電源投入
後の高度判定により設定高度を越えた事が検出された場合には、ユーザーに対して警告表
示を行うとともに、ＨＤＤ装置１１４への記録を停止し、アンマウントおよび電源供給の
停止を行うとともに、記録媒体を高地でも使用可能なメモリー装置１１３に切り替える事
によって、ＨＤＤ装置１１４に記録されたデータを保護する事が可能となる。
【００１５】
　ＣＰＵ１１５は、圧縮コーデック部１０５で圧縮した画像データを、ＨＤＤ装置１１４
と異なる記録媒体であるメモリー装置１１３へ記録することも可能である。メモリー装置
１１３は、不揮発性メモリーを用いた着脱可能なメモリーカードや内蔵メモリーで構成さ
れる。メモリー装置１１３は、メモリーコントローラ１１２を介して接続される。
【００１６】
　映像出力端子１０８は、信号処理部１０４で生成した画像データや、ＨＤＤ装置１１４
又はメモリー装置１１３から読み出した画像データを表示可能である。また、映像出力端
子１０８は、ビデオカメラ１０の各種の設定情報や、撮影時間などを出力可能である。
【００１７】
　ＵＳＢ端子１０９は、外部装置との間で通信を行うための手段である。ＨＤＤ装置１１
４又はメモリー装置１１３に記録された画像データは、ＵＳＢ端子１０９を介して外部装
置に出力可能であり、出力された画像データは外部装置上に記録可能である。
【００１８】
　圧力センサ１１０は、周囲の圧力を計測し、その結果をＣＰＵ１１５に通知する。ＣＰ
Ｕ１１５は、圧力センサ１１０で計測した圧力を基に、ビデオカメラ１０の使用時の高度
を算出することができる。
（２．動作）
　このように構成されたビデオカメラ１０について、高地における使用時の動作を説明す
る。
【００１９】
　ユーザは、電源ボタン（図示せず）を操作してビデオカメラ１０の電源を投入する（Ｓ
２０１）。ＨＤＤ装置１１４を動作させるか否かを示すフラグ（ＨＤＤ＿Ｅｎａｂｌｅ）
は、電源投入時の初期設定では起動しない（Ｌｏｗ）が設定されている（Ｓ２０２）。Ｈ
ＤＤ装置１１４には、電源供給がされず、さらにバスの駆動もされない。圧力センサ１１
０は、圧力を検出し、その値をＣＰＵ１１５に通知する。ＣＰＵ１１５は、圧力センサ１
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１０の値を基に、現在の高度を判定する。高度が設定高度（ここでは３０００ｍ）より低
い場合（Ｓ２０４でＹｅｓ）は、ＨＤＤ装置１１４を正常に動作させることができるため
、ＣＰＵ１１５は、ＨＤＤ＿ＥｎａｂｌｅフラグをＨｉｇｈに設定し（Ｓ２０５）、ＨＤ
Ｄ装置１１４に電源を供給し、マウント処理を行う（Ｓ２０６）。一方、高度が設定高度
（ここでは３０００ｍ）以上の場合（Ｓ２０４でＮｏ）は、ＨＤＤ装置１１４を正常に動
作させることができないため、ＣＰＵ１１５はＨＤＤ＿ＥｎａｂｌｅフラグをＬｏｗのま
まとし（Ｓ２０７）、ＨＤＤ装置１１４をシステムにマウントしない（Ｓ２０８）。
【００２０】
　その後、ユーザが撮影開始操作を実行すると、撮影が開始される（Ｓ２０９）。撮影を
開始した際に、ユーザの設定により記録媒体としてメモリー装置１１３が設定されている
場合（Ｓ２１０でメモリー）は、ＣＰＵ１１５は、レンズ１０１、撮像素子１０２、ＡＤ
変換部１０３及び信号処理部１０４を介して得られた撮像画像を、メモリーコントローラ
１１２を用いてメモリー装置１１３に記録する（Ｓ２１６）。その後、ＣＰＵ１１５は、
撮影終了動作が行われる（Ｓ２１７でＹｅｓ）まで、記録を継続する。
【００２１】
　撮影を開始した際に、ユーザの設定により記録媒体としてＨＤＤ装置１１４が設定され
ている場合（Ｓ２１０でＨＤＤ）、ＣＰＵ１１５は、圧力センサ１１０より通知される圧
力値を基に高度を判定する（Ｓ２１１）。
【００２２】
　高度が設定高度（ここでは３０００ｍ）より低い場合（Ｓ２１２でＹｅｓ）、ＨＤＤ装
置１１４を正常に動作させることができるため、ＣＰＵ１１５は、ＨＤＤ＿Ｅｎａｂｌｅ
フラグを確認し、ＨＤＤ＿ＥｎａｂｌｅフラグがＬｏｗの場合は、ＨＤＤ＿Ｅｎａｂｌｅ
フラグをＨｉｇｈに設定し、ＨＤＤ装置１１４に電源を供給し、マウント処理を行った後
、撮像画像をＨＤＤ装置１１４に記録する（Ｓ２１３）。
【００２３】
　高度が設定高度（ここでは３０００ｍ）以上の場合（Ｓ２０４でＮｏ）は、ＨＤＤ装置
１１４を正常に動作させることができないため、ユーザに対して警告を表示する（Ｓ２１
４）と同時に、記録媒体をメモリー装置１１３に切り替え（Ｓ２１５）、撮像した画像を
、メモリーコントローラ１１２を用いてメモリー装置１１３に記録する（Ｓ２１６）。さ
らに、ＨＤＤ＿ＥｎａｂｌｅフラグがＨｉｇｈの場合は、ＨＤＤ＿Ｅｎａｂｌｅフラグを
Ｌｏｗに設定し、ＨＤＤ装置１１４のアンマウント処理を実施し、ＨＤＤ装置１１４のヘ
ッド退避処理した後、ＨＤＤ装置１１４への電源供給を停止する。その後、ＣＰＵ１１５
は、撮影終了動作が行われる（Ｓ２１７でＹｅｓ）まで、記録を継続する。
【００２４】
　このように、ＨＤＤ装置１１４の動作を保障できない高地においては、ＨＤＤ装置１１
４への電源供給あるいはマウント操作を行わないことにより、ＨＤＤ装置１１４のハード
ディスクを傷付け、記録済みのデータを損なう状況を回避することができる。
【００２５】
　なお、本実施の形態１では、設定高度として３０００ｍを用いたが、これに限るもので
はなく、ＨＤＤ装置１１４の動作を保障できる範囲で、適切な設定高度を用いればよい。
（実施の形態２）
　本発明の実施の形態２におけるビデオカメラ１０の構成は、実施の形態１と同一であり
、説明を省略する。
【００２６】
　図３を用いて、本実施の形態２におけるビデオカメラ１０を高地で使用した際の動作を
説明する。
【００２７】
　圧力センサ１１０は、圧力を検出し、その値をＣＰＵ１１５に通知する。ＣＰＵ１１５
は、圧力センサ１１０の値を基に、現在の高度を判定する。高度が設定高度（ここでは３
０００ｍ）より低い場合（Ｓ３０１でＹｅｓ）は、ＣＰＵ１１５は、ホワイトバランス制
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御に関する補正を行わず、信号処理部１０４において撮影している被写体が正しい色再現
できるようにホワイトバランス調整を行う（Ｓ３０３）。
【００２８】
　高度が設定高度（ここでは３０００ｍ）以上の場合（Ｓ３０１でＮｏ）は、ＣＰＵ１１
５は、ＲＯＭ１０６からホワイトバランスの補正値を読み出し（Ｓ３０２）、その補正値
を用いて信号処理部１０４を制御し、ホワイトバランス制御を実施する。
【００２９】
　一般的に標高が高くなると撮影は屋外でなされているとみなすことができ、光源を太陽
光と推定できる。また、同時に紫外線の影響により低地の太陽光に比べて色温度が高くな
り、撮影された画像が青みがかったものになりやすい。このように、ビデオカメラ１０は
、撮影時の高度によっては内蔵されたＲＯＭ１０６から補正値を読み込みホワイトバラン
スを行うことにより、より忠実なホワイトバランス制御を実現することができる。
【００３０】
　さらに、圧力センサ１１０の検出結果により、水中あるいは海中である事を判定する事
も可能である。海中の場合も同様に、撮影条件が屋外で光源が太陽光である事は推定可能
である。また、海中では長波長領域が吸収されるため、通常のホワイトバランス制御を行
うと、やはり青みがかった画像が得られる。本実施の形態２では、圧力センサ１１０の検
出結果から海中である事の判定が可能であり、ＲＯＭ１０６からホワイトバランスの補正
値を読み出す事ができるので海中での撮影時にも、より忠実なホワイトバランス制御を実
現する事が可能となる。
【００３１】
　なお、本実施の形態２では、設定高度として３０００ｍを用いたが、これに限るもので
はなく、高度毎に異なるホワイトバランスの補正値をＲＯＭ１０６に格納し、圧力センサ
１１０により求めた高度に応じて、ＲＯＭ１０６から適切なホワイトバランスの補正値を
取得し、用いるようにしてもよい。
【産業上の利用可能性】
【００３２】
　本発明は、ハードディスクドライブを記録媒体として用いる撮像装置の高地での使用を
可能とするものであり、デジタルカメラ、ビデオカメラ等に適用することができ、有用で
ある。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
【図１】本発明の一実施の形態における撮像装置の構成を示すブロック図
【図２】本発明の一実施の形態のおける撮像装置の動作を示すフローチャート
【図３】本発明の他の実施の形態のおける撮像装置の動作を示すフローチャート
【符号の説明】
【００３４】
　１０　　ビデオカメラ
　１０１　　レンズ
　１０２　　撮像素子
　１０３　　ＡＤ変換部
　１０４　　信号処理部
　１０５　　圧縮コーデック
　１０６　　ＲＯＭ
　１０７　　ＲＡＭ
　１０８　　映像出力端子
　１０９　　ＵＳＢ端子
　１１０　　圧力センサ
　１１１　　ＡＴＡコントローラ
　１１２　　メモリコントローラ
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　１１３　　メモリー装置
　１１４　　ＨＤＤ装置

【図１】 【図２】
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【図３】
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